
CIA Family English Camp

Make your story with CIA!

Real English is Coming from the real Conversation!



2003年のスタート以来、CIAの英語キャンプは20年以上
にわたって多くのジュニア・ファミリーにご参加いただいてい
ます。
毎年夏と冬の2回だけ開催される特別なプログラムで、
ファミリーキャンプは「親子で一緒に英語を学びたい」「海外
で家族の思い出をつくりたい」という方にぴったりの内容と
なっています。

親子で一緒に学び、
親子で一緒に成長する特別な冬休みを



CIA Family English Campの特徴

01. 英語を使う楽しさを実感できる 02.充実のアクティビティでセブを体感できる 03.充実したサポートで安心して生活できる

授業は、明るく熱心なフィリピ
ン人講師が担当し、英語を使え
る楽しさや伝わる嬉しさを感じ
ながら自然に力を伸ばせるよう
工夫されています。親子で一緒
に学ぶ時間は、このキャンプなら
ではの貴重な経験です。

年末年始の特別な時期をセブ
で過ごすことで、忘れられない
思い出を作ることができます。ご
希望に合わせて、アクティビティ
も追加が可能です。週末のフ
リーデイは家族だけの時間も大
切にしていただけます。

キャンプ地は、リゾートエリア
内にあり、比較的治安がいい地
域です。看護師や警備員がキャ
ンプ場やホテルに24時間常駐
します。日本人スタッフもサポー
トしますので、安全で快適な時
間をお過ごしいただけます。



募集要項
CIA Family English Camp

主催 Cebu International Academy Co., Ltd.

期間
2025 12/26(金) ～ １/06(火) 応募締め切り 2025年11月28日（金）
（この期間を含む期間で韓国・モンゴルのファミリーキャンプも開催されます。）

対象年齢 6歳 ～ 15歳（小学校１年生 ～ 中学校３年生） とその保護者 【 お子様のみ/保護者のみの参加はできません 】

宿泊先 Mactan Savoy Hotel （Mactan Newtown内）

キャンプ場 Magellan Tower （Mactan Newtown内）

料金 $ 1,650

費用に
含まれるもの

登録代、 授業料、テキスト代、 セブ空港－キャンプ地間送迎代、食事代、 宿泊費、電気代、洗濯代、部屋掃除代
日本人スタッフサポート代、SSP申請費用（SSP-E CARDを含む）、修了証

費用に
含まれないもの

往復航空券代、空港税/燃油サーチャージ、海外旅行保険料（必ずご加入ください）、週末アクティビティ費用、お小遣いなど。

授業

【 1コマ50分授業（休憩10分） 】
生徒（お子様）
・マンツーマンクラス 4コマ （Listening/Speaking/Reading/ Writing）
・グループクラス 3コマ (単語/ソーシャル/体育)
※体育の授業は水泳、バスケット、卓球、またはボードゲームを行います。
※夕食後は日記、単語テスト、スピーチトレーニングがあります。
※４時頃に授業が終わります。夕食まで自習・自由時間になりますので、学校の課題等に取り組む時間も確保しています。

保護者
・マンツーマンクラス 4コマ （Listening/Speaking/Reading/ Writing）
・空き時間は自由時間となります。ご希望に合わせて、ヨガ・ピラティスの申込・追加が可能です。（レッスン料が別途発生します。）



キャンプスケジュール ①
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

12月26日 12月27日 12月28日

午前
到着

チェックイン

エントランステスト

Free Day

午後
オリエンテーション
ウェルカムパーティー

食事 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日

午前 授業 授業 授業 授業 授業

Free Day Free Day

午後 授業 授業
授業

カウントダウンイベント
授業 授業

食事 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

1月5日 1月6日

午前 授業
チェックアウト
帰国

午後
授業
卒業式

食事 朝 昼 夕 朝

※スケジュールは現地の都合で予告なく、変更となる場合がございます。
※到着日・出発日はフライトの時間によって、キャンプ場で食事をとっていただくことも可能です。
※スケジュール以外でのチェックイン・チェックアウトをご希望の場合はご相談ください。
※休日はご希望に合わせ現地でアクティビティに申込・追加が可能です。
（アクティビティ費用が別途発生します。）



平日（お子様） 平日（保護者） 土曜日・日曜日

7:00 - 8:00 朝食

自習時間・自由時間

ご希望によって食事の
ご用意可

現地にて
アクティビティ手配
のお手伝いも可能です

8:00 - 8:50
マンツーマン①
(Listening)

マンツーマン①
(Listening)

9:00 - 9:50
グループ①

(Voca)
マンツーマン②
(Speaking)

10:00 - 10:50
マンツーマン②
(Speaking)

マンツーマン③
(Reading)

11:00 - 11:50
マンツーマン③

(Reading)
自習時間・自由時間

12:00 - 13:00 昼食

13:00 - 13:50
マンツーマン④

(Writing)
マンツーマン④

(Writing)

14:00 - 14:50
グループ③

(Social English)
自習時間・自由時間

15:00 - 15:30
グループ③
(Sports)

15:30 - 18:00 自習時間・自由時間

18:00 - 19:00 夕食

19:00 - 20:00
スピーチ練習、日記
単語テスト、自習時間

自習時間・自由時間

※生徒ごと授業の順番は変化します。
※スケジュールは現地の都合で予告
なく変更となる場合がございます。

キャンプスケジュール ②



宿泊先

Savoy Hotel

マクタン島にあるリゾートエリアのマクタ
ンニュータウンの中に位置しています。
このエリアには、コンビニ、スーパー、レ
ストラン、カフェなどが揃っています。



キャンプ場 （学習会場）①

Mactan Magellan Tower

宿泊ホテルとキャンプ場は140ｍの距離に
あります。ホテル・キャンプ場どちらもマクタ
ンニュータウン内にあり、治安が良く、交通
量も少ないため安全です。横断歩道には
ガードマンが常に待機しています。



キャンプ場 （学習会場）②

グループ教室

ライブラリー

マンツーマン教室

グループ教室



キャンプ場 （学習会場）②

ナースステーションダイニング

トイレ



キャンプ場 （授業・活動）①

マンツーマンクラス スポーツクラスグループクラス



キャンプ場 （授業・活動）②

スポーツクラス
日記

スピーチ練習
キャンパスツアー 卒業式



使用教科書例 （保護者）



使用教科書例 （お子様）



食事

キャンプ場はCIAメインキャンパスから
車で5分の場所です。そのため、メイン
キャンパス内キッチンで作った料理を提
供します。（配膳スタイル）韓国風、日本
風、またフィリピンの食事の提供をしま
す。キャンプ場ではお湯の利用が可能
です。



週末アクティビティ例

J ｐark

プランテーションベイ

アイランドホッピング

セブオーシャンパーク

現地でアクティビティ手配
のお手伝い可能です。参加
者数によって費用が変わり
ますので、現地にてご相談
ください。



フィリピン/セブについて①
基本情報
正式国名: フィリピン共和国

時差
日本との時差はマイナス1時間
(日本が12:00のとき、フィリピンは11:00)

気候
年間平均気温は26～27℃で日本の初夏～真夏と同じくらいの気候です。
年間を通じて日本の夏の服装で大丈夫です。
ただし、飛行機の機内、ショッピングモールなどでは冷房が強く、羽織るものがあるといいです。
日差しが強いので、サングラスや帽子もあると重宝します。

言語
国全体の公用語(国語)はタガログ語。セブではビサヤ語(セブアノ語)英語
は第二公用語で、アジアで最も英語が通用する国のひとつ

学習環境としての利点
セブはフィリピン国内でも外国人向け英語教育の進んだ地域です。
セブの人々はフィリピンで最も親しみやすく、親切な人柄を持っています。



フィリピン/セブについて②
通貨と為替レート
単位はフィリピン・ペソ(₱)。補助通貨はセンタボ(¢)。 2024年2月現在、US$1≒₱56、₱1≒2.7円

水道水
フィリピンでは水道水は飲めません。必ずミネラルウォーターなどの飲用水をご利用ください。
キャンプ地にはウォーターサーバー(冷水・温水対応)を各所に設置しています。
熱湯が出ますのでコーヒーやお茶、カップ麺などを作るのにもご利用いただけます。

トイレ
水圧が弱いので、使用後のトイレットペーパーは必ず付属のゴミ箱へ捨ててください。
キャンプ地にはトイレットペーパーを用意していますが、公衆トイレにはトイレットペーパーが設置されていないこともあります。
外出の際にはポケットティッシュを持ち歩くなど工夫してください。

電圧
フィリピンの電圧は220Vです。日本の電圧は100Vなので、一部の日本製品を使うためには変圧器が必要です。
デジタルカメラ、携帯電話は変圧器を使用しなくても現地で使用可能ですが、ドライヤーやアイロンは電圧が高いので、安い(小
さい)変圧器では、使えない可能性もあります。渡航前に確認の上、ご持参ください。



Thank you!!


